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滋賀音楽振興会のホームページができました！ 
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毎年恒例となっております、新人演奏会優秀賞受賞者による「メモリアル・リサイタル」。
今年も 1月 24 日（日）、フィガロホールにて開催されました。 
 
 今回の出演者は、久津内瞳さん（ピアノ）、脇阪法子さん（ソプラノ）、服部杏子さん（打楽
器）でした。コンサートはジョイントリサイタル形式で進められ、それぞれが魅力溢れる演奏
を披露し、最後には３人でのアンサンブルでも楽しませて下さいました。 
 今回、コンサートにご来場頂いたお客様は 92 名！客席はほぼ満席で、演奏家として大切な
「集客力」という点でも、素晴らしい成果を残して下さいました。滋賀でこれから活躍してい
くであろう若い演奏家を、このコンサートを通して少しでも沢山のお客様に知っていただけれ
ば幸いです。 
 
 お忙しい中足をお運び頂きました皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。
誠にありがとうございました。 
 

◀３人でのアンサンブルリハーサル風景。フィガロ
ホールの舞台に、所狭しと楽器が並べられています。 
 
▶左から、脇阪法子さん、服部杏子さん、久津内瞳
さん。衣装も赤系に揃え,華やかな舞台となりまし
た。 
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 お忙しい中足をお運び頂きました皆様には、この場をお借りして心より御礼申し上げます。
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